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日時 令和元年 12 月 14 日(土)  

10:00～11:40 

会場 阿佐ヶ谷中学校 校長室 

出席者  
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《阿佐ヶ谷中学校事務局》  

  

佐々木 啓之(副校長) 

長谷川 祐子(嘱託事務) 

  

  

       
 
  
  
     

《協議会委員》 石井 良典 

岩間 功 

        大石 秀明 

        河村 正明 

        鈴木 政俊 

        武田 裕美 

        諸橋 記子 

        柳澤 正 

        横山 智彦 

             

校長  小澤 雅人 
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 今年度は今日が最後になります。CS の任期が終わり、１月から新しく２期目が始

まります。 
 さて、今日は先生との懇談会のスケジュールを決めてください。学校評価は結果が

出てから 1 月にご意見を伺います。この一年の本校の活動の総括と来年度に向けた計

画をお伝えしようと思います。 
 １２月８日に第 20 回杉並区中学校対抗駅伝大会が開催され、区内２３校と南相馬

市の代表が走りました。男女とも４区ではトップを走っていましたが、最後に抜かれ

てどちらも 2 位になりました。がんばって良い成績を収めたと思います。色々な学校

から選手が集まるので、切磋琢磨されてよい大会になりました。 
 １２月１５日から 3 年の進路に向けて、私立の受験相談会が始まります。今週、来

週と３年生の面接練習をしています。３年生の面接の練習で「阿佐中はどんな学校で

すか?」と聞くと、「行事が多い」という返答が多かった。学校生活における大きなフ

ァクターに自分が触れていく。確かに行事に関わる時間は多いが、”やる!”という

気持ちが大事だと思う。学校の本質がそこにあると言えるでしょう。 

CS の皆さんにも面接官をやっていただけたらと思っています。知っている者が面

接をするのではなく、本番に近い状態で面接をした方が練習になるので、ぜひご検討

ください。 
今日は CS 会議の後「道徳地区公開講座」が行われます。ぜひ見学してください。

午後は職員研修です。道徳が教科化されるので、学習指導要領を作っている文科省

の道徳担当の教科調査官の方にお話を伺います。 
 あと 10 日ほどで２学期が終わります。1 月７日が始業式です。今年は GW の関係

で授業時数を確保するため、例年より早目のスタートです。すぐに２年生のスキー

教室があります。それが終わるとＧ組の連合移動教室があり、３年の進路も決まっ

ていくと思います。 
  １２月１６日に３学年の出前授業でプラネタリウムを見ます。今年１学年は全日

本音楽教育研究大会全国大会で府中に行った際、帰りにプラネタリウムを見学しま

した。以前は 1年生のプラネタリウム・解剖もやっていましたが、今はありません。 

 今年度は理科で豚の肺を膨らませる実験をしていました。映像を見せるよりも実際

に見た方がインパクトもあり、生命尊重についても考えられます。 

バーチャルが進んでいくとものに触れなくなるが、実験などで実際に触れてほし

いと思います。旅行などもバーチャルに置き換えられたり、今後解剖なども映像だ

けになりかねない。「カエルがかわいそうだ」という意見もあるが、すべてをバーチ

ャルにしてしまって良いのかは疑問です。 

  天沼ではおやじの会が”豚の丸焼き”をやりたいと言った所、校長先生が「それ

を食育でやろう」という事になりました。命の大切さの話もしました。 
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  帯広畜産大学では育てた豚を食べるという授業があるそうです。テレビで放映さ

れた時に批判もあったようですが、実際に私たちも命を奪って肉を食べています。 

  私たちが育ったのは戦後しばらくたってからでしたが、戦争直後は食べるものが

なかった。食べるためには命を奪わなければならないが、環境が変わった今では、   

動物の命を奪う→肉を食べるというつながりがない。命が繋がっているんだという 

事を今の子たちは知らない。ただ、カエルの命だけの話だからかわいそうに思って

しまうのではないでしょうか。 

  解剖は今後もっと減っていくでしょう。私の祖父は養鶏場をやっていたので、鶏

を捕まえてむしり、その日の夜の食卓に並ぶというのは時々ありました。最初は少

し驚きましたが、おいしいから食べていました。「これがさっきのあの鶏なんだ」と

思いながら…。そういう命のつながりを自然と感じられたものです。 

  人間は他の生き物の命をもらって生きている。しかし保護団体は残酷なものだけ

を見せてやめさせようとしますね。 

  すべてを実体験で…というのは無理になっていくでしょうから、バーチャルな部

分も必要ではあると思います。 

 「知っている事」と「体験した事」は全然違う。知識としてはもっていてもそれと

は乖離がある。 

  昔は生死が生活の中にありましたね。 

  例えば昔は家庭で行っていたお葬式ですが、今は病院からすぐに斎場にいってし

まう。見せてはいけない物のようになり、死を隠さなくてはいけなくなってしまっ

た。 

  忌事がないものにされてしまう。死を尊重するのが本来の忌事なのですが、最近

は死を身近に感じなくなってきていますね。 
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先生と CSの面談ですが、こちらから 2～3名に分かれて学年の先生何人かと「今

の阿佐中について」「学校のエリアの話」「これからの話」などをしたいと思ってい

ます。 

ヒアリングだと聞き取り調査のようになるので、気軽に話ができるとよいですね。 

  今後の阿佐中の運営のための思いや考えを話してみてください。 

  意見交流会というような形がいいのではないでしょうか。 

  

先日阿佐ヶ谷駅前でのイルミネーション点灯式がありましたが、毎年阿佐中を呼

んでいただき演奏させていただけるので有難く思っています。 

  登録するのにお金がかかるので、ギネス申請はしていませんが、世界一高い生木

のイルミネーションです。 

 皆さん、一年間ありがとうございました。 
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阿佐中吹奏楽部による点灯式のファンファーレ      阿佐ヶ谷南三丁目新和会会長 柳澤さん 

ファンファーレの後、ボタンを押して点灯!       メタセコイアの木に明かりが灯る 


